






















ともに，樋口勘次郎 (1871-1917, 明治 4ー 大正6)の統合主義，棚橋源太郎 (1869-1961,
























































































































」)，t被 ~ i ~c i斗：洲究第 5り(I, 8 6) 
25) . 互に連絡して湘 る可からざる粒密の関係」を有するので「 ~l覗ーし て， ！ー心に組稀 1し，祁L:I斗
教授としてー教flの形態にするとし、う ものこあり ，孜材 L役の立場：：：し、ぇ 。：こ，て j'I郷日::
叫りと他教科とのl~l 係におし 、 て も ， i f!;人的礼科に事物的教科 ('にH・ )G')i1料を州給十んこ-によ
って，［氾間の辿箱を図るという教材土義の立場が諮めらすしるかである。
































M 29-3 2 
・- ,. —L. "'-ふ,L一
Iへ直 教 ~ 
接 材 I ,/ I : I 
的 主
教教義
材 . 松..-•.... -....• 
の











































































習」の発展」，木原健太郎編， 「総合・合科的学習の教育課程化 授業研究資料 l」，明治図
書，昭和52年。
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8) 同上， p. 3。
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19) 同上， PP. 165-204参照。
20) 同上， PP. 205-265参照。なお，明治30年以降における直観教授，校外教捗，郷土科教授，
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